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A.研究目的 

進行性核上性麻痺評価尺度 (Progressive 

supranuclear palsy rating scale;以下 PSP-RS)は、

2007年にGolbeらにより発表された PSPの重症

度を評価する尺度で(Golbe et al, Brain, 130,  

552-65, 2007)である。6カテゴリー28項目（100

点満点）から成り、欧米ではタウをターゲットと

した病態抑止治療の評価指標としても用いられ

ている。現在まで、日本語版は湯浅—濱田版と

JALPAC 版が存在したが、各々の用語を見直し、

原著の英語と照合した上で、日本語版として統一

した尺度を作成することを目的とした。 

 

B.研究方法および C.結果 

(倫理面への配慮)  

本研究は，ヒトを対象とした研究ではないため，

倫理面への配慮は該当しない． 

 

①湯浅―濵田版および JALPAC版を元に、統一案

（統一日本語版）を作成し、共同演者でレビュー

した。 

②英語で記載された原著を TransPerfect社の独

立した訳者が和訳(forward translation)した（原

著和訳版）。 

③統一日本語版と原著和訳版を比較し、訳が異な

った部分について調整を行った（和訳調整版）。 

④作成した和訳調整版を Back translation し（日

本語-->英語）、和訳英訳版を作成。 

⑤TransPerfect社の独立した訳者が和訳調整版

と和訳英訳版を比較し、必要に応じて修正を行っ

た。 

⑥TransPerfect社の独立した神経科医および共

同演者でレビュー後、 

⑦原著の著者であるGolbe氏によるレビューを施

行。 

⑧最後にフォーマッティングと校正を行い、 

⑨日本語版進行性核上性麻痺評価尺度（最終版）

を作成した。 

 英語版から「direct translation」となっていな

い箇所については、原著の質問文の解釈・コンセ

プトについてGolbe氏のアドバイスにより修正を

行い、最終版を作成した。修正を行った点は以下

の通りである。 

（１） Section 1の題名「History」を「病歴」

研究要旨 
 2007 年に Golbe らにより発表された進行性核上性麻痺評価尺度(Progressive supranuclear palsy 
rating scale;以下 PSP-RS) は、PSPの重症度を評価する尺度である。現在までに作成された２つの日本語
版（湯浅—濱田版と JALPAC 版）を調整した和訳調整版と、独立した訳者が和訳した原著和訳版を調整の
上、back translation（英訳）を行い（和訳英訳版）た。原著と和訳英訳版をレビューし、さらに原
著における質問文の解釈・コンセプトについて、原著の著者である Golbe 氏のアドバイスにより修正
を行い、日本語版進行性核上性麻痺評価尺度を作成した。  
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と和訳していたが、「ADLを historyから調査す

る意味」との指摘を受け、Activities of daily living

（日常生活動作）へ変更した。 

（２） Section1 の質問１:「Withdrawal」は

「”Withdrawal” refers to the patient’s tendency 

to not participate in conversations、 not to their 

level of activity in general.」の意味との助言を受

け、｢能動性の有無｣から「会話における能動性の

退行」へ変更した。  

（３） 質問２:Irritability（易刺激性）の下位項

目「1. increased、  but not interfering with 

family interactions」の「family interactions」

の補足説明文に「“家族とのかかわり”とは、感

情的な関係だけではなく、身体的介護の提供も含

まれる」を追加 した。 

（４） 質問 3: 固形物の嚥下障害の説明文 の

「bread crusts」は「パンの固い部分」の意味と

の助言を受け、｢パンの耳｣から国内で固いパンの

代表である「フランスパン」へ変更した。 

（５） 質問 4: 箸・茶碗使い、ボタンかけ、手

洗い・洗顔 の「knife/fork」を「箸使い」と訳し

ていたが、「両手で行うタスクが必要」との助言

により、「箸・茶碗使い」へ変更 した。 

（６） 質問 4: 箸・茶碗使い、ボタンかけ、手

洗い・洗顔の説明文「If difficulty is related to 

downgaze、 score as if it were purely motor」に

ついて、「if the patient’s difficulty were entirely 

caused by poor ocular function、 rate 0」と補足

説明が追加されたため、「すなわち、動作困難が

眼球の機能のみに起因する場合は「０度」と評価

する」の補足説明を追加した。 

（７） 質問 13: 嚥下障害の説明文「  if 

secretions are audible with breathing」を「ぜい

ぜい」と訳していたが、Golbe 氏から「gurgling 

sounds」との指摘を受け「ゴロゴロ」へ変更した。 
 
Ｅ.結論 

 Progressive supranuclear palsy rating scale

原著の英語版からforward translation（和訳）を

行い、back translation（英訳）を行った。さら

に原著における質問文の解釈・コンセプトについ

て、原著の著者であるGolbe氏のアドバイスによ

り修正を行い、日本語版進行性核上性麻痺評価尺

度を作成した。 

 今後班員の意見を集約した上で、日本語版とし

て使用できるよう公表予定である。 
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